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脱炭素シナリオ サブワーキングループの全体像
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国や地方自治体等の政策決定を支援するためのモデル・ツール等の枠組み構築

Webプラットフォームの構築

地域の診断、強みと課
題を特に地方自治体が
Web上で検討できるプ
ラットフォーム（脱炭素
地域ナビ）を構築

脱炭素シナリオ・モデルの比較に
基づく政策支援枠組みの構築

国の脱炭素モデル・シナリオ研究の成果
の政策決定への活用・社会実装に向け
た情報の整理や検討事項の議論 

国・地域・企業等でのシ
ナリオ構築と科学的知
見に基づく政策決定の
実現に貢献

地域・企業脱炭素シナリオ開
発に向けた議論

地域・企業の脱炭素シナリオ開発
に求められる情報、論点及び指標
の整理

各WGの先導

パイロット事
業地域等で
の展開

①地域シナリオの
自治体での利用

アジア諸国の
大学・研究機
関を中心とし
た成果の発信

中国・韓国・インド・タ
イ・インドネシア・マ
レーシア・ベトナム・
ネパール・台湾 など

②シナリオ・モデルの
政策決定への活用

本事業の
他WG等含

めた取り組
み・成果



日本の温室効果ガス排出量の推移と将来排出目標
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• 2013年をピークに温室効果ガス全体（GHG）、CO2ともに減少傾向にある。

• 2050年脱炭素には大胆な削減の取り組みが必須。

2021年4月22日
以前の目標値

2021年4月22日
以降の目標値



日本の温室効果ガス排出量の推移
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出典：「2050年ネットゼロ実現に向けた国内・国際動向」（第11回GX実行会議・伊藤環境大臣提出資料）
https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/gx_jikkou_kaigi/dai11/index.html（2024年5月13日）



地域の取り組み：脱炭素先行地域
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出典：環境省「脱炭素先行地域」に加筆
https://policies.env.go.jp/policy/roadmap/preceding-region/ （2024年5月30日）

北九州市、直方市、行橋市、
豊前市、中間市、宮若市、
芦屋町、水巻町、岡垣町、
遠賀町、小竹町、鞍手町、
香春町、苅田町、みやこ町、
吉富町、上毛町、築上町



地域の取り組み：2050年二酸化炭素実質排出量ゼロ表明
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出典：環境省「地方公共団体における2050年二酸化炭素排出実質ゼロ表明の状況」に加筆
https://www.env.go.jp/policy/zerocarbon.html（2024年5月30日）

福岡県
（37自治体・下線は北九州市）



ゼロカーボンシティ表明自治体の課題
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【調査の概要】

• 対象：61自治体
（回答：49自治体、回収率80.3%）

※基礎自治体であること、一定の人口規模であること、単独
表明であることを踏まえて、全体（169自治体）から選定。

• 郵送又はメール、2020年11月9日
〜20日に実施

報告書は（一社）環境政策対話研究所のWebで公開 http://inst-dep.com/info/3733454

【結果の概要】

• 宣言が先行し、具体の取組につ
いては検討中又は未定。

• 多くが数量目標や具体的な計画
作りが課題であることを指摘。

• 住民の意識・関心を高めることの
必要性が高く、住民参画以前。

• 予算・職員数・専門的な体制の
不足が課題。

ゼロカーボンシティに向けた課題（複数回答）

ゼロカーボンシティ実現のための取組（複数回答）

※（一社）環境政策対話研究所が実施した調査結果より



地域の脱炭素化計画支援のためのツールとは?
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【地域の脱炭素計画作りの課題】

• エネルギー需給に関する公的統計は整備されていない。
• 全国や都道府県は、資源エネルギー庁が整備・公表。

• 環境省の「地方公共団体実行計画（区域施策編）策定・実施マニュアル

（算定手法編）」をもとに推計はできるが、その結果を読解し、効果的な

対策を同定し、脱炭素対策計画作りを進めるには専門的な知見が必

要。

• 脱炭素計画作りのための専門部署のない自治体では、地域が独自で

必要となる情報を収集・整備し、対策効果の定量分析等を行って計画

を策定するには多くの困難がある。

• 市区町村などの地域スケールで脱炭素化への取組を推進するために

は、それぞれの地域のエネルギー需給状況、産業構造、気候条件など

地域の特性を踏まえた計画作りや対策の効果等の定量的な分析を支

援するためのツール。



ツールのプラットフォーム：ExcelとWeb
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Webとともに、Excelのツールとしても整備・提供。

• 自治体（・民間企業等）で利用する際に制約となる条件：

1. 特別なソフトウェアの導入を要しない

×：GAMS、MATLAB、最適化システム等

2. 事前にプログラミング言語の習得を要しない

×：Python、C++、FORTRAN、R、VBA等

3. 操作が容易・直感的（コマンドラインでの操作をしない）

×：多くの汎用プログラミング言語

Web Excel
利点 PCやスマートフォン等多様な機器から

のアクセスが可能。操作方法等の認知
度が高い。グラフ等のデザイン・視覚表
現の技術蓄積が豊富。 

仕事で利用しているケースが多い。
データの取り扱いや計算プロセスの構
築・修正が比較的容易。結果の報告書
等での活用も容易。

欠点 利用者がデータや計算プロセスを直接
修正できないため、分析に関する自由
度は制約される。

PCを保有していない世帯等では利用

が難しい。グラフ表現等には一定の限
界がある。



開発したツールでの脱炭素シナリオ計算ロジック
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エネルギー需給に関するデータ
（基準年・市区町村別）

（1）なりゆきシナリオ
（人口・世帯数の変化等）

（2）需要削減対策
（ライフスタイル変化等）

（3）効率向上対策
（高効率機器の導入等）

（4）燃料転換対策（需要側）
（電化等）

（5）燃料転換対策（供給側）
（再エネ導入等）

• 基準年の業種別・燃料現別の消費量を

まとめたエネルギー需給に関するデー

タ（エネルギーバランス表等）をもとに、

（1）なりゆきシナリオでのエネルギー消

費量、（2）需要削減対策による効果、

（3）効率向上対策の効果、（4）燃料転

換対策（需要側）の効果、（5）燃料転換

対策（供給側）の効果を順に評価。

• 対策の効果は、対策実施前後の基準年

からの変化率や燃料転換率を乗じるこ

とで求める。

（6）CO2排出量と
対策別削減効果



脱炭素対策の検討：対策のパッケージ化
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• 脱炭素計画づくりでは、部門・業種ごとに個別技術・エネルギー源に着

目した対策の検討が望まれるが、地域独自に全て設定するのは困難。

• 複数の対策をパッケージ化し、対策導入量や効果が異なる複数の選択

肢（レベル）を設定。

「住宅用機器の効率化」パッケージ

エアコンの効率改善

暖房機器の効率改善

給湯器の効率改善

LEDへの転換（照明の効率改善）

「住宅用機器の電化推進」パッケージ

暖房機器の電化

給湯機器の電化（ヒートポンプ）

対策のパッケージ化の例：家庭部門

「ZEHの普及」パッケージ

ネット・ゼロ・エネルギーハウス
（ZEH）の普及

「HEMSの普及」パッケージ

住宅用エネルギー管理システム
（HEMS）の普及

「合成燃料への転換」パッケージ

化石燃料から合成燃料への転換



脱炭素対策の検討：対策レベルの設定
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• 対策の導入量や効果の水準に応じてレベル1からレベル4までを設定。

レベル1：効率や再エネ導入量等が将来まで概ね現状のまま。

レベル4：各対策の導入量や効果を概ね最大とした場合。

レベル2とレベル3は、レベル1と4の間になるように設定。

• 利用者は、対策パッケージごとにレベルを選択することで脱炭素計画の

検討を行う。

• レベルの間で設定する場合には、0.1単位で設定可能（レベル1.1やレベ

ル3.8など）。



Webツールの画面構成
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※引き続き開発中のため、画面構成等は変更の可能性がある



Webツールの計算例：エネルギー需給（対策ケース）
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※引き続き開発中のため、画面構成等は変更の可能性がある



Webツールの計算例：再生可能エネルギー（対策ケース）
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※引き続き開発中のため、画面構成等は変更の可能性がある



Webツールの計算例：CO2・対策別削減量（対策ケース）
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※引き続き開発中のため、画面構成等は変更の可能性がある
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